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問題意識

１９９０年代以降、地球環境サミット、北京女性会議、
持続可能開発サミットなどを通じて、ＮＧＯと国連、国
際機関、政府の関係は深まり、ＮＧＯはこれらの分野
において、欠かせないアクターとなった。

しかし、平和・安全保障分野での連携は限られており
「安全保障は国の専権事項」との考え方も依然根強
い。

平和・安全保障分野でのＮＧＯと国連の連携の現状
はいかに？



  

コフィ・アナンIn Larger Freedom
→国連世界サミット (2005)

貧困／開発
（欠乏からの自由）

平和
（恐怖からの自由）

人権
（尊厳を持って生きる自由）

 国連改革
 平和構築委員会、人権理事会
 安保理改革をめぐる議論



  

日本での動き

 ２００５～国連改革に関するパブリックフォーラム
開発／平和・軍縮／人権

 ２００８　Ｇ８北海道洞爺湖サミット
環境／開発／平和・人権



  

武力紛争予防のための
グローバル・パートナーシップ

GPPAC
(Global Partnership for the Prevention of Armed 

Conflict)
http://www.gppac.net/



  

ＧＰＰＡＣ

２００１　コフィ・アナン報告「武力紛争予防」

■地域プロセス
アフリカ、ラテンアメリカ、太平洋、
東北アジア、東南アジア、西欧、バルカン、北米
「地域提言」

■国際プロセス
２００５．７　国連会議　「世界提言」



  

平和構築委員会
Peace Building Support Office

市民社会の参画



  

女性、平和、安全保障に関する
ＮＧＯワーキンググループ

NGO Working Group Women, Peace and Security 
http://womenpeacesecurity.org/



  

国連安保理に関する
ＮＧＯワーキンググループ

NGO Working Group on the Security Council
http://www.ngowgsc.org/



  

開発と軍縮

 小型武器、武器貿易管理の原点

 武装暴力と開発についてのジュネーブ宣言（２００６）

 コスタリカによる軍備規制に関する国連安保理会合
（２００８）と「コスタリカ・コンセンサス」の提案

 開発と軍縮の関係に関する国連総会決議

 ポスト２０１５年開発枠組みに向けた
「軍事費削減」の提案



  

軍縮分野での国連とＮＧＯの連携

 婦人国際平和自由連盟（ＷＩＬＰＦ）
リーチング・クリティカル・ウィル
http://www.reachingcriticalwill.org/

国連総会第一委員会、ＮＰＴ再検討会議、ジュネーブ
軍縮会議、ＡＴＴ交渉、小型武器などに関する

ＮＧＯの参加・発言の調整



  

核軍縮分野での新しい動き

オープン作業グループ（２０１３）

核軍縮ハイレベル会合（２０１３．９．２６）

核兵器の非人道性に関する国際会議
　核兵器廃絶国際キャンペーン（ＩＣＡＮ）

 「人道的軍縮」キャンペーン



  

 平和・安全保障分野での国連とＮＧＯの協力は、開
発、環境分野に比べて依然、限定的（専門家主体）

 開発と平和・安全保障の接点（企業の役割）

 人道と軍縮の新たなつながり（国連外のプロセス）

まとめ
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